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みんなでつくろう！図書館、文化ホール、郡中地区公民館

建設市民ワークショップ通信

３月22日（日）の午後、郡中地区公民館にて、

第９回「みんなでつくろう！図書館、文化ホール、

郡中地区公民館建設市民ワークショップ※１」を開

催しました。最初に(株)山下設計から、実施設計

に向けて、基本設計案の修正点を説明しました(p

2)。次に、文化ホールの椅子の幅と間隔について、

現物の椅子に座り寸法を体験しました。その後、

変更内容について全体の場で話し合い、方針を確

認しました(p3～)。休憩の後、グループごとに新

しい施設が伊予市の拠点として役立つイメージを

話し合い、まちなかの拠点の意味を考えました(p

6～)。最後に、今後の進め方も含めて感想カード

をお書きいただき(p10)、第９回のワークショッ

プを終了しました。

建設市民ワークショップもいよいよ最終回とな

りますが、実際に建物が完成するまでには３年間

という時間があります。さらに建物ができてから

10年間、20年間という時間の中で、この施設によ

って伊予市がどのように変わることができるのか

がこのワークショップを通して考えて頂きたかっ

たことです。最終回には市長さんも出席される予

定ですので、まとまった計画案を報告し、まちな

かの拠点として今から何ができるのか、具体的な

行動計画を考えましょう！是非、最後のワークシ

ョップにご参加下さい。

＜プログラム＞
１：はじめに

２：実施設計に向けた変更点について説明します

３：ホールの椅子について確認しよう

３：何でも質問タイム

４：新しい施設が伊予市の拠点として役立つイメー
ジを考えよう

６：グループで考えた拠点イメージを発表します

７：全体でまちなかの拠点の意味について話し合い
ます

８：まとめと感想カード

第１回 2014.6.22(日)
・まちと施設の素敵な関係を考えよう！

第２回 2014.7.13(日)
・文化活動の現状を知り、3つの施設空間の

検討課題を考えよう！

第３回 2014.8.31(日)
・３つの施設空間の提案を確認し、「文化ホ

ール」についてじっくり考えよう！！

第４回 2014.9.21(日)
・文化ホールの魅力づくりと運営を考えよ

う！

第５回 2014.10.19(日)
・図書館と公民館について考えよう！

～複合施設のあるべき姿を考える～

第６回 2014.11.9(日)
・図書館と公民館について考えよう！

パートⅡ

第７回 2014.11.30(日)
・基本設計案を現地で原寸確認しよう！

※８月10日中止による振替

第８回 2015.2.22(日）
・基本計画案を最終確認し、実施設計の検討

事項を話し合おう！

第９回 2015.3.22(日）
・実施設計に向けた変更事項を検討しよう！

・まちなかの拠点となる施設のあり方を考え

よう！ パートⅠ

第10回 2015.5.24(日)
・まちなかの拠点となる施設のあり方を考え

よう！ パートⅡ

2016.5月

郡中地区公民館解体

2016.9月

工事着工

2018年11月オープン予定
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※１ ワークショップ…さまざまな立場の人々が集まって、自由に意見を出し合い、互いの考えを尊重しながら、

意見や提案をまとめ上げていく場
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設計の安田さん

実施設計に向けた変更点について説明します

実施設計に向けて、技術的な面から検討した結果、変更したい内容について設計者から説明しました。

事務室近傍の授乳室に加えて子ども図書館近くのトイレブースを広くして、授乳スペ
ースとしても親子トイレとしても使えるようにしている。倉庫が不足しているため、
１階、２階のステージ裏に倉庫を設けている。調理室のＩＨ調理器（電磁調理器）は
可搬のものとし、使い勝手の良いものにした。建物を造って30年、50年と使っていく
中で、最初に考えたことと変わってくるところはどんな建物でもあるので、そこをど
う使っていくのかを検討していけば良いと思う。

１階

２階
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参加者１：都市再構築戦略事業の補助金を受けるこ

とによって制限や制約あろうかと思うが、どういう

ことになるのか、説明していただきたい。

庁舎建設課：前回、都市再構築戦略事業という国の

補助金を利用し、工期が６ヶ月程度遅れることをお

話した。この事業について県や国との協議が行われ、

計画の複合施設が、この補助を受けられるかどうか

を詰めてきた。その結果、公民館という名前を使う

ことが難しいこととなり、先日の管理運営検討委員

会でもお話をさせていただいた。

今まで、公民館を利用されている皆様、図書館を

利用している皆様、建設に参加してみたい方、様々

な方からご意見をいただいてこの基本設計ができた

わけで、この設計案については何ら変更を加える必

要はなく、この設計案で補助金の申請もしていきた

いと思っている。

今回の基本設計を作る過程では、一般の方が使用

の申請をして使う部屋について、「ここは文化ホー

ルの部屋」、「この部屋は公民館の部屋」と色づけを

せず、共用する部屋とすることでご理解いただいて

いると思う。今回は、全て共用の部屋ということと

して、複合施設全体の施設の名前、例えば「コミュ

ニティセンター」「生涯学習センター」「自治交流セ

ンター」など、この補助金が受けられるような名前

にしたいと思っている。どなたでも利用しやすい管

理運営体制については、管理運営検討委員会で皆さ

んの意見を聞いてやっていきたいと思う。

参加者１：今回、図書館機能と文化ホール機能、公

民館を合わせた複合文化施設を建設するということ

で建設計画を決定しているが、都市再構築戦略事業

の補助金を受ける場合には、公民館が除外され、こ

こは図書館と文化ホールの複合施設になるという風

に聞こえる。一昨年のタウンミーティングや市民の

ワークショップ、総合計画や建設計画で「図書館、

文化ホール、公民館を合わせた複合施設」と約束し

ているのに、計画が変更になることに納得がいかな

い。要は公民館の看板も掲げることもできないし主

事も置けないということ。公民館の位置づけをどう

するのか。そのことははっきり明記していない。前

と計画が変わったというのなら、それを説明しない

と。「使えるけん、構わない」という話ではいかん

と思う。公民館の事務室はどこに置くのか、職員は

どこに置くのか。別なところに置くとなったら公民

館活動に支障が出る。当然料金も今まで免除の対象

になっていたのが、いろんな条件が出てくると思う。

そのことについてはきちんと精査せんと、「良し」

とは言えないので、そこを説明してほしい。

庁舎建設課：当初から複合施設については、図書館

機能、文化ホール機能、公民館機能ということで議

論していただいた。それでできあがった案なので、

公民館機能がなくなるということではない。ただ表

現として、公民館という名前が使えないということ。

地方公共団体の財政は、今後地方交付税がどんどん

少なくなって大変厳しい状況になる。今、地方交付

税の代わりにいろんな新しい補助事業が出てきつつ

あり、市役所の職員としては、それをどう有効活用

するか、頭を使ってその補助事業をどうやって持っ

てくるかが非常に大切になってきている。それぞれ

の地方公共団体が知恵を絞り、この補助金を使うた

めにはどうやったらいいのかを考える、地方公共団

体の競争である。今回、利用する都市再構築戦略事

業はできたばかりの事業で、それを市としては利用

し、できるだけ市の自主財源を使わない方向でやっ

ていきたいと考えている。

公民館の事務所は、今はこの場所の事務室内にあ

るが、中央公民館の館長、主事、郡中公民館の館長、

主事は新しくできる本庁舎の中に事務所を置きたい

と考えている。新しい本庁舎の４階には、今までは

なかった、住民の皆様に使っていただく会議室を用

意させていただく。郡中公民館を訪ねて相談をする

のならその会議室も使えるし、そこで区長さんの会

議を開いたり、愛護班の役員会を開くこともできる。

新しくできる複合施設の事務所では、施設全体の申

請の受付や設備の貸し借り全てができるので、今ま

で郡中公民館、中央公民館でやっていた事業に、何

ら支障を及ぼすものではないと考えている。

使用料の減免については今後、管理運営検討委員

会で検討していくので、その中で十分意見を言って

いただきたい。今までと同じ免除は、これからの厳

しい財政事情の中では難しいと思うが、その辺は検

討委員会の方で十分検討させていただきたい。

今後、新しい施設の運営委員会を立ち上げていか

ないといけないし管理について、市民の方々にお力

添えをいただいて、手伝っていただくこともあると

思う。是非、そういうところにも参加して、できて

からの運営についてもご意見をいろいろ言っていた

だき、市民の方が使いやすい施設運営を行政と市民

が協働して作り上げていきたいと思う。

参加者１：経費節減ということで補助を受けること

を否定するものではないが、公民館の事務所を市役

所に置くというのは初めて聞いた。５地区に公民館

があるが、事務室と施設は一体になっているのに、

郡中地区だけ分離されたことになる。こちらの施設

を使うときと事務所で協議するとき、こんなに大勢

何でも質問タイム
変更内容について、全体の場で話し合い、方針を確認しました。
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の人がフロアにいる中で、「あーだこーだ」と馬鹿

話もしにくい。このことについてはもっと論議をし

ないといけないと思う。市役所に置くということで

はなく、いろんな方法を模索していかないといけな

いと思う。要は公民館活動に支障のないようにして

ほしいというのが願望である。これまで、事務室と

施設を一緒に使っていたのが別になるのは、やむを

得ないということがあるかも分からないけれども、

これについては私自身も検討したいと思うので、市

の方でも是非とも検討していただきたいと思う。

庁舎建設課：先日行われた管理検討委員会でも、そ

うするという結論は出ておらず、検討委員会の中で

十分検討することになっている。今の案は、あくま

で行政の案である。どうしたら運営がうまく行くか

については、また協議をさせていただきたい。市民

の皆さんにできるだけご迷惑がかからないよう、職

員が汗をかく方法でやっていく方向で考えている。

ファシリテーター：実施設計の中で、公民館機能を

この施設内に設ける変更はできると考えて良いか。

安田：間取りを変えることではなくて、今あるスペ

ースを活用して、そこをどう使っていくの検討は十

分できると思う。建物を造ったら30年、50年と使っ

ていく中で、最初に考えたことと変わってくるとこ

ろはどんな建物でもあるから、これ以外には使えな

いということはないと思う。

庁舎建設課：新しい施設に公民館の事務室を入れる

と、補助金の対象から外れることになるので、新し

い施設に郡中公民館の事務所を置くことは難しい。

それ以外の方法で考えさせていただきたい。

安田：この施設はまちを元気にするためにつくって

いるところがあるし、まちとの連動も考えなければ

ならない。商店街の一角に出先の事務所があるのも

良いと思うし、いろんなやり方があると思う。

参加者２：視覚障害者の立場で伺いたい。広いとこ

ろを歩くのは、私たちはとても苦手である。頼る物

がないとまっすぐ歩くことができない。前に広場か

ら誘導ブロックを敷いていただけるのか、入り口に

誘導鈴のような音が出るものを設置していただける

のか、廊下に点字ブロックを敷いていただけるのか、

階段には安全のために危険防止のブロックを敷いて

いただけるのか。そういうことを是非、お願いした

いと思う。

安田：敷地に入ってから事務室のカウンターまで、

点字ブロックを敷いていくというのがバリアフリー

関連の法律の考え方である。広場と施設の間に横断

している道路があるので、外側の広場への動線はこ

れからの課題になると思う。基本的には国道側の歩

道まで点字ブロックをつなげていくことになると思

う。これについては実施設計の場で相談させていた

だくような場も設けた方がいいと思うので、ご相談

させていただきたい。

参加者３：前回、「都市再構築戦略事業と景観計画

がどう関係しているのか」という質問に対しては、

「関連づけていない」という回答だった。今回、伊

予市の新たな魅力とイメージを形成して、中心市街

地のまちづくりを先導するために施設を造っていく

わけで、都市再生構築事業もまちの拠点となるもの

を住環境の整備とともに進めていくということだか

ら、景観計画と連動させて、まちの魅力を発信して

いくことを位置づけていく必要があると思う。庁舎

建設計画の時にも、伊予市の景観区域内にある中心

地に、新旧のまちに人が集まって交流する、賑わい

のある景観をつくるということを目的にしているわ

けで、新庁舎も複合施設もそうした景観計画と連動

して、まちの魅力を発信して集客を図っていくとい

う、明確な目的を持って進めるべきだと思う。

参加者４：今の本庁舎は公務員の執務スペースとし

て造られているが、これからは市民的な考え方で本

庁舎が設計され、運営されていかなければならない。

この庁舎の中で、市民と公務員との関係性がどのよ

うに担保されているのかを把握され直さないといけ

ないし、どのように位置づけられるのかをもう一度

議論する必要があると思う。市民が入りやすいよう

な形、「お前、何しにきた」という形のものになら

ないような考え方が必要だし、公民館という機能が

位置づけられるとすれば、もっと市民スペース的な

色合いを付けていただかないといけないと思う。ま

た文化ホールと図書館については、民間に力があれ

ばという前提だが、完全民営スペースとして使った

方が私は良いと思うので、本庁舎に公民館の事務機

能を持つこと自体には賛成である。

庁舎建設課：今までの庁舎は、行政の事務や議会に

特化したものだった。今回、新たに建てる庁舎につ

いては、市民の皆さんが多目的に活動できるスペー

スを１階に配置し、特産品や授産品の販売、エコに

関するピーアール、簡単な展示会、税金の場として

は確定申告、選挙の期日前投票を庁舎でしていただ

きたいと思う。また市民活動コーナーも設置し、土

日祝日、夜間に開放する。市民の皆様や住民自治組

織の方が活動に取り組む場、市と協働して推進する

事業の拠点の場も設ける。情報コーナーとして市政

や議会情報などの提供もするし、イベントやボラン

ティア活動の募集、インターネット端末等の情報機

能を持つコーナーも設置する。何より市民の皆様が

使いやすくいつも来たい、いろいろな情報を収集し

たい、市の職員と交流して事業展開を図っていきた

い、そういうことができやすくなるような庁舎を目

指していきたいと考えている。４階には大きな会議

室を設けて、海や夕日の見えるラウンジも設けて、

何気なく遊びに来られる場所にもしていきたいと思

う。
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参加者4：伊予カフェの右側にＰＣコーナーがある

が、これはどんなものなのか。

安田：インターネットができるスペースとして考え

ている。大体インターネットが使えるところは一人

１時間に限定をするなどの制約をかけているので、

カウンターに近接したところに作ることが多い。誰

でもインターネットでいろんな検索ができるスペー

スとしている。

参加者４：パソコンを持ち込む人への対応として、

大洲の図書館では各テーブルのところに電気コンセ

ントとパソコンをつなぐものがほとんどの机に付い

ていた。こちらでも当然のことになっているのか。

安田：パソコンのキーを叩く音を嫌がる方もいるの

で、奥の方の静かなエリアでは制限される可能性が

あるかもしれない。入口周りは、多少騒々しくても

構わない設定としているので、そこでは可能とする

ことが、全体の考え方としては筋が通っていると思

うがまだそこまで決まってはいない。ただ自分のパ

ソコンを持ってきて使える方が、時代の流れとして

は合っていると思う。

参加者４：ブラウジングコーナー※２の三角形の椅子

は背もたれのないソファか。

安田：ソファだが、背もたれをつけるかどうかまで

は決めていない。

参加者４：大体の図書館では、雑誌のところに新聞

も置くと思うが、新聞と雑誌を利用するのはほとん

ど高齢者なので、背もたれがあった方がいいと思う。

安田：一般的には雑誌と新聞がセットで置かれてい

る例が多く、表の方に出ていることが多いが、近く

に子どものゾーンや雑誌もあるからざわついてい

る。「新聞を読みたいから静かにしてくれないか」

というトラブルがあるので、そういうことを踏まえ

て、新聞コーナーだけは奥の静かな場所にしてはど

うかと考えている。

参加者４：個人的な感覚では、新聞を詠む人は、結

構バシャバシャとめくるので静かというよりは、に

ぎやかなのではないか。高齢者のほとんどは新聞と

雑誌を詠みに来ていて、机はほとんど利用していな

い。机がほしい人たちは、図書も新聞もほとんど必

要としていないで、参考書を持ってきて一所懸命勉

強するという図書館の利用の仕方である。子ども図

書館の丸く描かれた部分はソファですか。

安田：書架で、幼児のコーナーでは地べたに座って

本を読むような感じである。もう少し学年が上がっ

た子ども達には椅子とテーブルの用意をしていこう

と思う。また小学校高学年、中学生には、「ヤング

アダルトコーナー」という部屋を用意している。

参加者４：子どもでも、４～５年生になると大人と

同じテーブルで勉強したがると思うが。

安田：大人の椅子の高さは40cmぐらい、子どもは35

cmぐらいなので寸法が少し違う。

参加者４：年代によって、図書館に求めている機能

が本と机ではないということがある。

参加者５：ホールの２階席について聞きたい。ステ

ージでコンクールをする場合に、２階席を審査員席

にすると良いと思っている。２階の最前列を審査席

にするときに、審査要の事務机を置くスペースを最

前列の前に少しあるといいと思うが、置くようなス

ペースが取れるか。

安田：今は椅子を固定にしているが、椅子を外せる

ようにしておくことはできなくはない。

参加者５：椅子はそのまま使って、その前に机を置

きたい。審査をするときに記入をする用紙を置いて

書くことができるので。

安田：手すりを低くする場合、奥行きをとって安全

性を確保する形になる。幅30cmぐらいをとる配慮は

していきたいと思うが、実際にはどのぐらいのスペ

ースが必要なのか。

参加者５：45cmの机が入れば一番理想的である。

安田：机でなくても、手すりにそれだけの奥行きが

あればそこを使える。ただ、今は何とも言えないと

ころがある。この手すりの奥行きを深くしたり、客

席前に広いスペースを取ると、後ろに座っている人

からステージが見えなくなることもあるので、そう

いうこともあることを考えながら、断面を検討して

いきたい。

参加者６：今、「婦人会料理教室」という名前で料

理教室をやっている。公民館という名前が外れても、

公民館活動として、名目は別として利用できますと

いうことだが、図書館であり文化センターである中

で料理教室を子なうことが可能なのか。イメージが

わかないが。

参加者７：私は博物館関係の仕事をしていたので代

わりにお答えしたい。図書館で料理教室はできる。

というのは、教育普及活動というのがあり、例えば

料理本というのがあるので、その活用で料理教室も

できるし、いろんなことができる。その点はご心配

なく。結局何でもできるんので、公民館をもぐり込

ませることができる。実務経験者として申し上げた。

参加者７：給湯設備やシャワー、倉庫を設けること

でステージが12.6ｍから10.8ｍ、２ｍぐらい奥行き

が狭くなるということである。図面を見ると、柱の

位置が外側になるので、実質的には２ｍ縮まったと

いうことではないと思うが、実質的にはどのくらい

狭くなるのか。

安田：ほんの気持ち程度、90cmぐらいである。

※２ ブラウジングコーナー…雑誌や新聞を気軽に読むことのできる空間
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新しい施設が伊予市の拠点として役立つイメージを考えよう
グループととに、「まちなかに広がるイメージ」、「伊予市全体に役立つイメージ」を考えました。

（ ）はグループ番号

◆使いやすく、人が集まる施設

・ＪＲ、伊予鉄の通学、通勤者のためのサービ

スについて（連携、利便、開館時間、アクセ

スなど）(1)

・空調が効いた勉強部屋 (2)

・中高生の勉強できる場 (2)

・高齢者の健康寿命を確保するためのウォーキ

ング、散歩の目的地として利用できるように

なればいいのでは…。(2)

・高齢者大学、陶芸、俳句教室。手芸作品の発

表の場 (2)

・俳句教室等、高齢者の学びの場 (2)

・親子連れの演劇発表等 (2)

・親子の時間を確保することができるところ

(5)

・親子連れの人が時間的に長く過ごせるよう

に、快適かつ安全であれば多くの人が利用で

きる（ただ"みんくる"との違いは分かっても

らいたい。）。お母さんたちはグループで行動、

集まり、たくさんの人に集まってもらえる。

(2)

・車イス利用者への配慮 (2)

・全ての世代の郡中地区住民と他の村との交

流。まちなかの活動が来訪者に開放され、参

加できる仕組みづくり (4)

・老若男女が理解の出来やすい、みてもわかり

やすい表示、看板？英語などを使うのもいい

が、誰にでも分かりやすい説明(日本語、英

語など)にしてほしい。(5)

・休みの日には子どもと、仕事帰りには一人で

行ける、それぞれが自分の時間も大切にでき

る場所。なんとなく知っている人がいる空間

(5)

・二つのステップに分けて考える。一つ目は自

己実現の場。二つ目は他者とのつながりを作

る場 (2)

・具体的な宣伝、啓発活動が大事。ホームペー

ジとか広報だけではほとんど効果なし。(2)

◆まちの資源の活用、整備

・旧街道沿いの商店、民間、空き店舗で「まち

じゅう図書館※３」を展開する。(1)

・まち探検など、歴史、文化をはじめ「宝探し」

をするなど、まちじゅう博物館の活動を進め

る。歴史的建造物を活用した「たてもの体験」

学校 (1)

・中心市街地の空き地、空き店舗を活用したア

ートプロジェクトの展開。出前(ダンス、パ

フォーマンス、音楽、演劇、デザインなど)(1)

・まちなか、芸術村構想。広銀跡、朝日生命跡

利用、宮内邸の役割、既存の市民活動とセン

ターとのリンク (4)

・灘町、湊町には路地裏もたくさんあり、まち

なか一体に例えばアートの拠点を置き、巡る

楽しみのあるまちに。その案内所が今回のセ

ンター (4)

・図書館に限らず、各地に子ども、学生の学習

スペースをつくる。まちなかにも周辺各地に

も。(5)

・大洲街道を弱者にとっても安心して歩ける道

に。空き地の利用については協議会等、市民

で来訪者を迎えるしつらえを考え、魅力ある

通りに。(4)

・まちなかを歩行者優先の歩きやすい構造に変

える。(5)

・「郡中景観計画」に基づいて、まちなみ整備、

花づくり、緑や小公園、歩道整備、五色浜、

港などのネットワークをつくる。(1)

◆商店街の活性化、道の整備

・灘町、駅前の商店街に後継者が出来、賑やか

になることで人通りが多くなり、伊予市全体

に活気が出る。図書館を利用する人も街に寄

って欲しい。(1)

・商店街等での催事と協調した活動により、利

用者を商店街や中心市街地へ導く。(1)

・商店街の通り周辺に人が歩きたいと思う施設

を作る。中心地を盛り上げることが大切 (4)

まちなかに広がっていくイメージ

※３ まちじゅう図書館（博物館）…お店や家など、まちじゅうを図書館（博物館）にしていき、本などのある場所を

通して人と人がつながろう という取組。萩市や船橋市、恵庭市、小布施町など、各地で展開されている。
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（ ）はグループ番号

◆他施設との連携

・新図書館と上野、中村、中山、双海等の図書

館(室)と連携、充実。移動図書館、配本(1)

・双海、中山などの学校、公民館などとの図書

館サービスの連携。ＩＴの活用（どこでも借

りて、どこでも返せる。）(1)

・図書館は地域事務所や公民館と連携しなが

ら、移動図書館を運営すべき。(1)

・「ウェルピア」「花の森」の宿泊機能を利用し

て、レジデンス・アート・プロジェクト（滞

在型の創作活動）をつくり、新しい文化施設、

新庁舎、各学校、地域での公園、アウトリー

チ※４を行う。(1)

・アウトリーチ活動（出前音楽、演劇など）を

積極的に展開する。学校、公民館、集落など

の「場」の活用 (1)

・（景観地区）まちなかの魅力をこの機会に来

訪者に回遊できる仕組みを。各所発掘、申し

出。ex.小布施の個人のお庭拝見のような。(4)

・各地に半径300ｍ（徒歩５～６分）のエリア

にコミュニティ施設(空き家、集会所)をつく

り、簡単な介護、子育て施設、学習活動の拠

点とする。各拠点に物販サービスの機能を持

たせ、住民が一定額の消費をして（各家庭、

月何回）雇用を発生させて、常に営業できる

体制にする。(5)

・建物の素敵な空き家、古い家を活用する。(5)

・パーキングについても、まちなかの空き地を

利用させて人の流れをつくる。(4)

◆人が集まる場

・魅力ある街づくりが一番だが、若い人がいな

くてさびれているので、街に風穴をあけ人口

を増やしたい。(1)

・三世代の人々が集まれる（楽しく過ごせる）

場所と施設でありたい。(2)

・社会的マイノリティ※５を包摂※６していく場。

ドロップアウト※７した若者を迎え入れる、仲

間として受け入れる施設とまち (4)

・文化ホールで他地域の人と交流を図ることが

できる場所 (5)

・各分野に強い人が能力を発揮できるようにす

る。(5)

◆情報発信

・双海、中山をはじめ、伊予市全域の情報発信

が複合施設でできるように(伊予市まちぐる

み博物館)。(1)

・イベントなどの情報が伝わりにくい。子ども

やお年寄りはインターネットを見る機会がす

くないので、自然に耳に入ってくるようなも

のにしてもらいたいです。(5)

・インターネットだけではなくて、地域の情報

を年配の方や子どもにも分かりやすくしてほ

しい。(5)

・文化ホールに足を運べば、インターネットで

得られない情報が入る所にする。(5)

伊予市全体のネットワークの中心として役立つイメージ

◆イベントの実施

・中心市街地のイベントを新しい文化施設、市

役所などの拠点施設で、足並みを揃えて実施

していく（集客機能を高める。）。(1)

・一箱古本市を栄養寺や上行寺などで開催す

る。(1)

・図書館行事と連携したフリーマーケット、お

いしい料理、カフェをまちなかで行い、元気

にする(地元のものを利用する。かつお節や

農林水産物を活用したレシピ、グルメ、文化

の創造)。(1)

◆コミュニティバスの実現、駐車場の考え方

・コミュニティバスの停留所をできるだけ近

く。(2)

・コミュニティバスの実現が最優先される。老

人も中高生も誰もが利用でき、活動範囲が広

がると思う。料金は路面電車並。150円がベ

ター (3)

・車で動くことが多いけれど、歩いて行く、バ

スなどを利用してもらう機会をつくる。(5)

・駐車場が施設の横にあるという発想から自由

になるべきだ。離れた駐車場から歩く。(5)

※４ アウトリーチ…公的機関、公共的文化施設などが行う地域への出張サービス

※５ マイノリティ…少数者、立場が小さい人々

※６ 包摂…経済・社会が、その本来の所関係にとって外生的な存在を取り込む過程

※７ ドロップアウト…ある社会組織から抜け出る事（抜け出た人）や、学校における中途退学など。
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◆サービスの向上

・移動図書館(3)

・移動バスで図書館や出張イベントをして、本

庁地区での文化ホールのことなどもアピール

しては？地域コミュニティスペースになると

いいなと思う。(5)

・巡回図書館の充実→民営化してカフェ付き、

ミニスーパー併設移動図書館にする。移動図

書館をコミュニティスペースにする。(5)

・定期的に各地域へ移動図書館を設けてほし

い。専属の職員（パートの方）を雇用しては。

(5)

・出前サービスの充実(2)

・本の予約がＰＣのインターネットで簡易に出

来て、希望の図書が読めるようになりたい。

(2)

・予約（リクエスト）(3)

・図書の宅急便。図書のインターネット開示（著

作権の問題あり。）(2)

・返却ポスト (3)

・全市に「よみきかせ隊」をつくる。(1)

・バリアフリー (3)

◆道の整備

・海岸通り、大洲通り、市役所前通り、それぞ

れの役割、性格を整理する。(4)

・周辺道路の整備 (3)

◆交通の利便性

・１日２回位、市バスを走らせる。伊予市に住

みたいなーと云われる様にしなくては発展は

ない。子どもを増やしたい。レトロバスなど

があれば、観光めぐりが出来る。(1)

・コミュニティバスなど、交通手段の利便を！

移動、自動車との関係も考え直さないといけ

ない。(1)

・コミュニティバスの利用で来所できるように

なるだろう。但し、遠隔地への出前サービス

は必要。遠方の人へのサービスは何とか考え

られたらgood! (2)

・文化ホールの催しに際して、送迎サービスが

あれば…。例えば昔の映画を上映するとか、

入場料金を取っても送迎サービスがあれば利

用しやすく、行ってみようという気になるか

も？ (2)

・現在、市側としてコミュニティバスの運営を

考えていると聞く。これを実現すれば、１人

でも遠隔地でも利用し易い。中山、双海はど

うなっている？コミュニティバスは路面電車

並とする。150円がベター (3)

・コミュニティバスを双海や中山などの遠いと

ころまでしてほしい。(3)

・コミュニティバスを出してほしい。港の空き

地にも駐車スペースを作って、自転車や馬車

など（コストの面は…？）(5)

・巡回バスを考える。(4)

・行事があり、それに行こうと思っても、小・

中学生は自転車ではあまりにも遠く、平日な

どでは午後からしか動けないので、小・中学

生の時間帯に合ったバスなどを考えてほし

い。(5)

・デマンドタクシー利用を考え直す。(4)

＜１グループの発表から＞

新しい施設が、まちの顔として元気づくりにつながるにはどうしたらいいか

を考えた。まちじゅう図書館、一箱古本市、商店街を利用したフリーマーケッ

ト、地元の産業を活用したレシピやグルメの発信、アートプロジェクト、まち

探検の宝さがし、歴史的な建物を活用した体験などを図書館事業と連携してや

ってはどうか。また郡中の景観計画に基づいて町並み整備をする。市街地のイ

ベントを、文化施設や図書館、市役所などの拠点で足並みを揃えて実施して、

全体として集客機能を高めていこうという意見だった。

市全体では、新図書館と既存の図書室との連携、配本。ＩＴの活用。全市に

よみきかせ隊を広げる。ここでやったものを、例えば双海や中山のプラットホ

ームコンサートのように、プラットホームでやってみたり中山の音楽堂でやっ

てみるなど、アウトリーチ活動を伊予市全体でやる。「伊予市に住みたいな」と

思われるようにしなくては発展はない。レトロバスのようなものがあれば、観

光巡りができるのではないか。
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＜２グループの発表から＞

２段階に分けて考えた。１段階目は、自分が使い

たいことに利用する、自己実現の場。学生は勉強

の場、高齢者は学び、発表する場。幼稚園だった

ら発表会で、うちの子がどれだけうまいことやっ

ているかをみんなに見てもらう。そんなことにこ

の場所が使えることを大事にしたい。そのために

は宣伝や啓発活動が大事である。

自己実現ができたら、「この施設を造ってくれ

た伊予市に何か貢献したい」、「この場所を使って

みんなと仲間になって伊予市を盛り立てていきた

い」という第２段階。おばあちゃんの作品展に三

世代の人が集まって楽しむようなこともできれば

良い。遠くから来られない人のためにどうするか

は課題である。

まずは何のためにでも利用して、自分の自己実

現を図ってもらう。そうすると伊予市を愛し、伊

予市を盛り立てたいと思う。そして図書館も公民

館もみんな道具として使われて、それが主役にな

ることはないけれど、実はすごく裏の力になって

くれる、そういうものを目指していったらいいの

ではないかと思う。

＜３グループ発表から＞

高齢者になって交通の足がなくなり、買い物難民

という問題が出てきている。また自転車保険が適

応される方向で世の中が動いているので、自転車

の利用も難しくなる。コミュニティバスが実現す

れば、子どもでも老人でも若年層、働き盛りの人

でも自由に使える。買い物難民問題も解消され、

複合施設に寄る人も増えてくるのではないか。中

高生でも長距離になると交通障害の問題が出てく

るので、コミュニティバスがあれば安心できる。

コミュニティバスは一人200円と聞いているが、

伊予鉄の路面バスの150円程度の運賃が適当では

ないかと思うので、行政側はそれを考えていただ

きたい。そういうことをやれば市内の人、市外の

人、郊外の人が中心に寄ってくるチャンスは増え

てくると思う。

また、周辺道路のバリアフリー化の整備が遅れ

ているので、その必要がある。

昔、移動スーパーという、買い物難民のために

出かけていた成功例があるので、移動図書館をや

ればもっと幅広く、図書になじむ人が増えてくる

のではないか。

＜４グループの発表から＞

それぞれの地区や通りには、それぞれの役割があ

る。行政や文化施設ができる郡中地区の役割は何

か。また海岸通り、大洲通り、市役所前通りの役

割をもう一度整理する必要があるのではないか。

去年、新川で不幸な事件があったが、そういう

若者や社会的なマイノリティの方を受け入れる施

設が田舎ほどない。そういう意味では、この施設

と周辺のまち、それに関わる人や訪れてくる人た

ちが共に、彼らを仲間として受け入れることが必

要である。

４年ほど前から、まちなかの芸術村構想を考え

ている。今は歩いてもあまり楽しくない道路だが、

裏路地も含めてアートの拠点を作れば人の流れが

できるし、まちなかの空き地をあえて駐車場とし

て利用してもらうことによっても人の流れを作れ

るのではないか。また、まちなかの魅力を、この

機会に来訪者に対してアピールする、回遊できる

仕組みをつくってはどうか。小布施では個人の家

を巡るような仕組がある。

施設のことだけを考えるのではなく、まちなか

にある施設のありようを総合的に考えていく必要

があるのではないか。

＜５グループの発表から＞

今後、人口減少が本格化し市の税収も減る。市民

にできることは市民でやるという考え方でない

と、この小さな自治体はやっていけないと思う。

巡回図書館を民営化してカフェ付き、ミニスー

パー併用型、コミュニティスペースにして、地域

の方が来る日を楽しみにするようなものにしたら

良いのではないか。ここ20～30年で各集落の小さ

な店が次々と廃業した。これを復活させて、例え

ば１世帯10,000円分の商品を購入する。100世帯

×100万の売り上げがあれば、そこにパートさん

を２～３人、雇用できるかもしれない。そうすれ

ば簡単な介護や子どもの見守り、学習のスペース

が各地にできる。そこへ巡回図書館やサービス、

医者が来るようにするなど、行政コストをかけず

にやる方法を考えるべきではないか。

車を港の空き地に停めて５分歩いたり、貸し自

転車を設置しても良い。そこに雇用の場が生まれ

たら儲けものである。

学習スペースは、町のいろんなところに造って

はどうか。また、まちじゅう図書館という構想も

打ち出していきたい。知恵を使って金を使わない

まちづくりをやっていければいいと思う。
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まとめ

最後に、今日参加しての感想やご意見などを感想カードに書いていただきました。

○椅子の座り心地がとても良かったと思います。

椅子は大事ですよね。久しぶりのワークショッ

プでした。やはりいろいろな世代のいろいろな

立場の人の意見を聞く機会は本当に貴重だなと

思います。アイデアが参考になりました。

○皆が熱心に考えられていて、自分は参加しただ

けで恥ずかしかったです。素晴らしい発想があ

り、実現出来れば楽しく、嬉しく思います。

○今回はたまたま今日出席者の２名の小学生のう

ち、１名が私たちのグループに入り、一緒に色

々話すことが出来、小学生がとてもしっかりし

た意見を持っていて感心しました。小学生が参

加している事で、アットホーム的な温かい感じ

を受けました。ワークショップもいよいよ終了

間近になりました。とても色々勉強になりまし

た。主催者側の職員の方々、毎回の資料作りな

ど、本当にご苦労様でした。

○イスは52cmでＯＫ。十分と思います。座席通路

としてもかなり楽でした。「公民館」の呼称問

題、気持ちの上で目鼻が見えた。回を追う毎に

充実してきたことを実感。最後の各班のアイデ

アは面白かった。多くのヒントがあった。

○まちなかがどんどん活気がなくなり寂しく思っ

ていましたが、伊予市に対する熱い気持ちを持

っている人が多く、深く考えさせられました。

まず人を増やす努力が先決問題だと思います。

伊予市の自然を生かしたアートプロジェクトを

考えたり、合宿などを行えるようなプロジェク

トを考えてみればよいと思います。今後、伊予

市が輝いていけることを期待しています。

○椅子のことについて、大人にはちょうどいいと

思うけど、子どもには広すぎるかんじがした。

○イスの体験。ゆったりしていると思う。

○椅子の幅は２種類設置するのは無理でしょう

か？（体格の大きい方、車いすの方、酸素など

の機具を持っている方）管理運営は話し合いが

十分行われる事を臨みます。今あるものを使っ

て工夫する、その中心になる場所になるよう、

一人一人の意識を高めることが市民の第一歩で

きること。

いろんなアイデアが聞けて良かった

椅子について

○文化ホールが有るべき姿が見える回でした。

普段から住んでいるので、伊予市という町が他

地域から見てどのように映るか分かりにくい部

分があります。しかし、本日は客観的な視点で

見ることができた。文化ホールがどうなってい

くか楽しみです。

○少しずつ、よりよいものになってきている気が

します。2018年にはぼくは中学三年生です。一

番使う年れいなので、完成が楽しみです。最初

と比べて少し小学生の人数が減ってきているの

で、自分がしっかり意見を出してがんばりたい

と思います。

○毎回、何度でも理念を語り、考え直すことが許

されていることに感謝している。理念こそがこ

の施設を生かしも殺しもすると思っている。

○発表の方法を考えて欲しい。発表者はグループ

で話し合った事を述べるのであって、自分の考

えを延々と発表する人が居る。時間がかかるの

み！自分の意見、考えは別の場でやって欲しい

ヨ！１組当たりの発表時間を決めて発表して

は？

○イスの大きさは52cmでもいいのではないか（54

cmとあまり差はない）。伊予市全体（伊予、双

海、中山）で「まちを元気にする」「まちを再

発見する」「まち全体で学べる」「まちの宝、資

源をつなげる」「新しい創造の拠点づくり」な

ど、伊予市らしいソフト（知的財産、人財）を

フル活用する運営方式を、市民の参画、協働で

つくりあげたいですね。

○「役立つまちなかのあり方」はいろいろなアイ

デアを聞かせて頂き、役に立った。交流広場の

文化ホールのステージ上部は、外観的に違和感

を感じるが、他の施設のように屋根等にマッチ

ングすることが無理でしょうか。運営法として、

センター長は応募で決定してはいかがでしょう

か。

○「郡中公民館」のこだわりを捨て、本庁舎と文

化ホール、図書館の公民館的活用をすべきだと

思う。文化ホール、図書館を活用して、市民が

何を産み出していくのかがこれからの課題だ。

○早く館長さん募集して、今まで出た意見や方針

についていっしょに議論しましょう。

今日の感想

運営について
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